
© 2011 Autodesk, Inc.

オートデスク コンサルタント
井上 竜夫

AutoCAD道場 ： AutoCAD習得のための傾向と対策
セッション２

「参照」を理解すればAutoCADがわかる。

20110802 Ver. 1.0



© 2011 Autodesk, Inc.

AutoCADの基本思想

 作図は実寸で

 モデル空間／レイアウト（ペーパー空間）

 オブジェクトのプロパティは画層で管理

 注釈の描かれ方はスタイルで管理

 「一度描いた線は二度と描かない」
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システムズ ドラフティング

 CADソフト以前に、製図を合理化するための手法

 オーバーレイ式製図

 機能要素ごとに別個に作図

 要求に応じて関連図面を重ね合わせ

 トレーシングペーパーの四隅に穴を明けてピン合わせ

 切り張り式製図

 拡大、縮小、インレタ、各種マーカーを利用して作図を簡略化

 求める大きさに合わせて、必要な部分をつなぎ合わせ

 写真製図

 写真を直接、図面として利用

 注釈式製図

 コメントをまとめて併記

 対象を番号と引出線で対応付け
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「一度描いた線は二度と描かない」

 データが二重化されると

 作図に時間がかかります。

 図面のチェックも同じ回数行なう必要があります。

 それでもエラーやミスが起こる可能性があります。
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「一度描いた線は二度と描かない」

 データの一元化による作図効率およびデータの信頼性の向上

 トレース、再入力はしない。

 相手の図面やデータを参照する。（DWG、Word、Excel、PDF、イメージ）

 設計情報のスコープルール(対象範囲)を限定

 データの一元化を実現するための『参照』機能

 データを参照する

 ファイルを参照する
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参照とは何か？

出典:三省堂/広辞林、大修館/Genius
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参照とは何か？

 Single Source Of Truth（唯一の正しい情報源）

 システマティックな図面作成のための重要な要因

 単一のデータを複数個所で参照

 「参照」元は本来、編集不可なものです。
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ブロック参照

 図面に登録されたブロック定義を参照しています。

 オブジェクトの容量は定義1つ分で済みます。

 ブロック定義が変更されるとブロック参照に反映されます。



© 2011 Autodesk, Inc.

スタイル定義

 スタイル定義に基づいて、注釈オブジェクトの描かれ方が決まります。

 スタイル定義が変更されると、注釈オブジェクトに反映

 注釈オブジェクト個々にプロパティを優先できます。
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フィールド

 図面やオブジェクトのプロパティを参照して、テキスト表記

 データの変更に伴い、フィールドテキストは更新

 開く、再作図、保存、印刷、e-トランスミットのタイミングで
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Excelデータリンク

 Excelシート内のデータを参照して、表オブジェクトを作成

 Excelシートの編集により、データリンクは更新
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レイアウト

 モデル空間の要素図形をビューポート内に参照

 ビューポートに対して、フリーズや優先プロパティを設定し、異なる表現を作成
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アンダーレイの使用

 責任範囲を明確に

 自分の責任外の部分は、なるべく『いじらない』

 PDF、DWF、イメージをアンダーレイで作業

 画層情報を持つPDF、DWFを使用するのがベスト

 画層により必要な情報を抽出して作業
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画層について

 画層情報を持つPDFを作るには、AutoCADの出力エンジンを使用する

 AutoCAD

 DWG True View
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PDFアンダーレイのコンテキストリボンタブ

 PDFアンダーレイを選択すると、コンテキストリボンタブが表示

 [調整]パネル：PDFアンダーレイの表示をコントロール

 [クリップ]パネル：境界を設定し、不要な部分を非表示に

 [オプション]パネル：アンダーレイやスナップをオン・オフ

 [PDF画層]パネル：画層のオン・オフで必要な情報を抽出
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DWG外部参照について

 チームの設計効率向上のために

 チーム内での図面情報の共有

 設計対象範囲の明確化
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アタッチのオプションを理解する

 アタッチによる外部参照

 別の外部参照を「アタッチ」した参照ファイルを現在の図面に外部参照し
た場合、それぞれの外部参照は現在の図面において、どちらも表示され
ます。



© 2011 Autodesk, Inc.

アタッチのオプションを理解する

 オーバーレイによる外部参照

 外部参照を「オーバーレイ」した場合は、別の図面にさらに外部参照されたとき
に表示されません。
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アタッチのオプションを理解する

 外部参照がネストされた場合の結果が異なります。

外部参照
外部参照
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ファイルパスを理解する

 絶対パスと相対パス
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ファイルパスを理解する

 絶対パス

 参照ファイルの場所をドライブ文字などを含めて完全に保存

 参照ファイルの移動などファイル操作において柔軟性に欠けます。

 相対パス

 現在の図面を基点として相対的に示した参照ファイルの位置が保存

 現在の図面より下の階層は「.¥」、上の階層は「..¥」で表します。

 図面セットを現在の場所から同じフォルダ構造を持つ別の場所に移動すること
が容易に行なえ、柔軟性があります。

 パスなし

 参照ファイルへのフォルダパスは保存されず、名前のみ保存

 外部参照ファイルは現在の図面と同じフォルダにあれば開くことができます。
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外部参照ファイルの画層

 参照ファイルの画層は「ファイル名｜画層名」と表示

 表示/非表示、ロック、フリーズできます。

 現在の画層にはできません。

 自動的に外部参照の画層フィルタが作成

 システム変数VISRETAIN

 外部参照に従属する画層のプロパティをコントロールします。
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DWG外部参照のコンテキストリボンタブ

 DWG外部参照を選択すると、コンテキストリボンタブが表示

 [エディタ]パネル：外部参照の編集

 [クリップ]パネル：境界を設定し、不要な部分を非表示に

 [オプション]パネル：[外部参照管理]パレットを表示
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外部参照管理パレット

 リボン：[挿入]タブ>[参照]パネル

 外部参照管理パレットから参照ファイルをコントロール
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外部参照ファイルの編集

 参照ファイルを開いて編集

 別ウィンドウに参照ファイルをオープン

 ネストした外部参照を個別に選択できます。
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外部参照ファイルの編集

 インプレイス編集

 参照先図面内での編集→位置関係などを確認しながら

 編集中の参照ファイル以外はフェード表示され、編集対象外に

 編集終了後は[参照編集]パネルで結果を保存、または破棄
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更新の自動通知

 参照ファイルが更新された場合、バルーンメッセージによる通知

 リンクをクリックすると再ロード

参照図面へ
行なった変更が
自動通知、更新
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DWG外部参照をバインド(現在の図面に取り込み)する

 [個別バインド]オプション

 外部参照のオブジェクトはブロック参照に置換

 外部参照に従属する定義の名前は変更

 画層や線種、寸法や文字などのスタイル、ブロック

 接頭辞として$参照図面のファイル名$と数字が付加
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DWG外部参照をバインド(現在の図面に取り込み)する

 [挿入]オプション

 外部参照のオブジェクトはブロック参照に置換

 外部参照に従属する定義は元の名前のまま現在の図面に合成

 同じ名前が既に存在する場合には、現在の図面のプロパティが優先されて統
合
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外部参照のガイドライン

 フォルダパスの指定には相対パスを使用します。ホストDWGを基点とした
ファイルパス管理により、参照ファイルの管理が容易になります。

 チームでの設計効率の向上に外部参照は役立ちます。複数の設計者で
分担した作業を1つの図面にまとめることができます。また個々の参照元
で行われた変更は参照先に反映されるので、図面更新に手間やエラー
を削減できます。

 相対パスは参照先DWGを基点とする、.¥で始まるフォルダパスです。参
照先DWGより上の階層は..¥で表すことができます。
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PDFのアタッチ

 リボン：[挿入]タブ>[参照]パネル
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外部参照のガイドライン

 外部参照パレットを使用して、参照ファイルのパスを編集できます。絶対
パスを相対パスに変更したり、別の参照ファイルに置き換えたりできます。

 ファイルを開く際に、参照ファイルが見つからない（解決できない）場合は、
プロンプトが表示されます。「参照ファイルの場所を更新する」を選択する
と、外部参照パレットが開いてファイルの場所を再指定することができます
。

 Windowsのスタートメニューからは、［参照管理ユーティリティ］を起動でき
ます。これはスタンドアロンの参照ファイルを管理するためのツールです。
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